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井手町　議会だより　第24号　　　　平成21年（2009年） 2月 

町税 
9億7,815万円 
（21.1％） 分担金・負担金 

3,658万円（0.8％） 

使用料・手数料 
4,194万円（0.9％） 

財産収入・寄付金 
2,033万円（0.4％） 

繰入金 
7億5,263万円（16.2％） 

諸収入 
5,958万円（1.3％） 

その他交付金 
1,789万円（0.4％） 

自動車取得税交付金 
2,643万円（0.6％） 地方譲与税 

3,752万円（0.8％） 

地方特例交付金 
751万円（0.2％） 

町債 
4億1,600万円（9.0％） 

府支出金 
2億2,429万円（4.8％） 

国庫支出金 
2億8,955万円（6.2％） 

地方交付税 
14億4,455万円 
（31.1％） 

地方消費税交付金 
8,299万円（1.8％） 

繰越金 
2億395万円（4.4％） 

1億6,696万円の黒字決算 1億6,696万円の黒字決算 

総務費 
8億9,994万円 
（20.1％） 

公債費（借入金の返済） 
12億4,622万円 
（27.9％） 

災害復旧費 
203万円（0.0％） 

教育費 
6億7,649万円（15.1％） 

民生費 
7億4,794万円 
（16.7％） 

衛生費 
2億8,695万円 
（6.4％） 

農林水産業費 
7,097万円（1.6％） 

商工費 
6,581万円（1.5％） 

土木費 
2億2,277万円 
（5.0％） 

消防費 
1億9,041万円（4.3％） 

歳出総額 
44億7,293万円 
（100％） 

議会費 
6,340万円（1.4％） 

平成１９年度決算を認定 

歳出総額（支出）　44億7,293万円 
歳入総額（収入）　46億3,989万円 

歳出歳出

1億6,696万円の黒字決算 
前年度より12億5,631万円の増加

歳入歳入 前年度より12億1,932万円の増加

歳入総額 
46億3,989万円 
（100％） 

　
　

　
依存

財源 　 自主財源

44 
％ 

56 
％ 

住
民
要
望

住
民
要
望
に
こ
た
え
て 

住
民
要
望
に
こ
た
え
て 

－ ２ － 



井手町　議会だより　第24号　　　　平成21年（2009年） 2月 

コミュニティー助成に 1,000万円
公民館改修補助に 601万円
地域力再生補助に 203万円
自然休養村管理センター改修に 2,880万円
図書館の運営に 3,022万円

交通安全灯・カーブミラー等に 169万円
街灯の維持に 171万円
河川等の水質検査に 120万円
急傾斜地崩壊対策に 500万円
消防団資機材購入に 614万円

子育て支援センター施設整備に 1,020万円
泉ヶ丘中学校体育館改築に 40,773万円
泉ヶ丘中学校パソコン機器更新に 1,273万円
障害者自立支援事業に 8,593万円
社会福祉協議会活動に 1,624万円

新産業育成施設の改築に 493万円
桜まつりに　 351万円
玉水駅前休憩所「さくら」建設に 4,048万円
まちづくりセンター管理委託に 148万円
商工会振興事業に 750万円

　地方自治体を取り巻く財政環境は依然と
して厳しい中、厳しい点検・見直しや、国
や府に対する要望も積極的に行うなど、財
政の健全化に懸命な努力をしている。 
　歳入では、戸別徴収の強化、資金の効率
運用、府補助制度による財政援助、特別交
付税を 2億 8,300万円も確保するなど、その
努力を高く評価したい。 
　歳出では、創意工夫により積極的な施策
を展開し、コミュニティー助成や公民館の
改修、障害者・高齢者に対するさまざまな
支援、子育て支援センターの開設、玉水駅
前に休憩所の建設、学校図書の増冊、泉ヶ
丘中学校体育館の改築など住民要望に最大
限こたえたものである。 

　一般会計決算は、国の増税路線をそのま
ま持ち込む決算だ。財政健全化法が施行さ
れたが、真に住民に奉仕するために活かさ
なければならない。 
　共同浴場で剰余金が発生しており、当然、
精算をするべきだ。旧同和向けの町営住宅・
公営住宅は、少しの空き家でも募集するよ
う改善するべきだ。 
　子供の医療費は、子育て支援のため、通
院も小学校卒業まで無料にする努力が必要。 
　大幅な赤字となっている国民健康保険会
計は、国の補助金削減に大きな原因がある。 
　水道事業会計は、利益剰余金のため込み
が大きいため、少しでも還元する必要がある。 
 

賛成8、反対1で可決

自然休養村管理センター 

泉ヶ丘中学校体育館 

玉水駅前休憩所「さくら」 

－ ３ － 



（ 収　入 ） （ 支　出 ） 

10億2,374万円 －3,368万円 
10億5,742万円 

6,521万円 
＋718万円 5,803万円 

8億 570万円 －274万円 
8億 844万円 

6億 582万円 
＋1,320万円 5億9,262万円 

5億3,703万円 
＋756万円 5億2,947万円 

1億1,764万円 
＋2,175万円 9,588万円 

258万円 
＋54万円 204万円 

厳しい 
　　国民健康保険と老人保健会計 
厳しい 
　　国民健康保険と老人保健会計 
厳しい 
　　国民健康保険と老人保健会計 

井手町　議会だより　第24号　　　　平成21年（2009年） 2月 

決
算
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
岡
本
康
隆 

　
決
算
特
別
委
員
会
は
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
全

議
員
が
委
員
と
な
り
９
月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
・

多
賀
財
産
区
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
慎
重
か
つ
熱

心
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
審
査
は
、
実
施
さ
れ
た
主
要
な
事
業
の
現
地
視
察
を
行
っ

た
後
、
一
般
会
計
の
歳
出
・
歳
入
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

各
会
計
別
に
審
査
（
質
疑
）
を
行
い
、
最
後
に
総
括
審
査
（
質

疑
）
を
行
い
ま
し
た
。 

　
各
項
目
や
各
事
業
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
さ
れ
た
後
、

反
対
・
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
反
対
討
論
で
は
、
共
同
浴
場
や
水
道
事
業
の
剰
余
金
、
町

営
住
宅
の
空
き
家
募
集
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
対
す
る
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
賛
成
討
論
で
は
、
財
政
健
全
化
へ
の
懸
命
な
努
力
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
泉
ヶ
丘
中
学
校
体
育
館
の
改
築

な
ど
住
民
要
望
に
最
大
限
こ
た
え
て
い
る
決
算
で
あ
る
と
の

高
い
評
価
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
討
論
終
結
後
に
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
「
国
民
健
康
保
険
、

多
賀
地
区
簡
易
水
道
、
老

人
保
健
、
介
護
保
険
、
公

共
下
水
道
」
及
び
井
手
町

水
道
事
業
会
計
は
賛
成
６

反
対
１
で
、
多
賀
財
産
区

特
別
会
計
は
賛
成
全
員
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
な
り

ま
し
た
。 

 

－ ４ － 
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12
月
議
会

月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と 

改
正
し
た
条
例 

平
成
20
年
度
　
　
 

　
　
　
補
正
予
算
 

12
月
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と 諮

　
問
　
案
　
件
 

出
産
一
時
金
が
 

　
　
35
万
円
か
ら
38
万
円
に
ア
ッ
プ
！
 

あなたも議会を傍聴しませんか 

● お気軽におこし下さい ● 
定例会は4回（3月・6月・9月・12月） 

本会議は、一般に公開され、どなたでも自由に傍聴できます。 

傍聴を希望される方は当日、傍聴席入口で受付簿に住所・氏名・年齢を記入して下さい。 

井手町議会だよりは、井手町のホームページでもご覧になれます。 

             　
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正
 

　
平
成
21
年
１
月
１
日
か
ら

産
科
医
療
補
償
制
度
が
創
設

さ
れ
、
産
科
医
療
補
償
制
度

に
加
入
し
て
い
る
医
療
機
関

で
出
産
し
た
場
合
、
出
産
時

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
賛
成
全
員
） 

       

              　
一
般
会
計
（
第
3
回
） 

　
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
整
備
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
、
後
期
高
齢
者
事

業
へ
の
繰
出
し
金
な
ど
で

1
6
0
5
万
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

 　
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
　
　（
第
2
回
） 

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
医

療
費
自
己
負
担
（
現
行
10
％
）

の
期
間
延
長
の
た
め
の
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
の
た
め
の
も

の
で
す
。
　
　（
賛
成
全
員
） 

            　
介
護
保
険
特
別
会
計
 

（
第
2
回
） 

　
介
護
給
付
費
の
増
加
な
ら

び
に
介
護
認
定
シ
ス
テ
ム
の

改
修
の
た
め
の
も
の
で
、

3
6
6
万
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

 　
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
（
第
1
回
） 

　
保
険
料
の
軽
減
措
置
等
を

行
う
た
め
の
、
電
算
シ
ス
テ

ム
改
修
で
、5
0
0
万
円
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。 

（
賛
成
全
員
） 

  

      　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
件
 

（
賛
成
全
員
） 

　
人
権
擁
護
委
員
 

嶋
田
　
昌
和
　
氏
 

    

井
手
山
田
 

木
田
　
徳
子
　
氏
 

    

井
手
南
猪
ノ
阪
 

－ ５ － 



岡
田
　
久
雄
　
議
員 

平成21年（2009年） 2月 井手町　議会だより　第24号 一 般 質 問  

教育 
加賀山次長 

安
心
な
学
校
生
活
を 

　
　
　
送
れ
る
よ
う
配
慮 

児
童
・
生
徒
の 

　
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
対
応
は 

町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 町政を問う 一般質問に4人の 議員が登壇 
岡田　久雄　議員 
 「学校におけるアレルギー疾患」にたいする
取組みについて 

 

村田　忠文　議員 
  ごみの分別と収集日の回数増加について 
  放置竹林対策について 
  小学校と保護者への対応について 
 

木村　武壽　議員 
  学校等門扉のインターホン等設置について 
  まなびアドバイザー制度の目的と経過と実績
について 

谷田　みさお　議員 
  低年齢保育の実施について 
  国民健康保険について 
  談合防止・入札改善について 
  府道多賀バイパスの安全対策について 

文
部
科
学
省
は
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
取
組
み

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
い

る
が
、
学
校
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ

の
対
応
は
。 

①
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
・
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
植
物
ア

レ
ル
ギ
ー
・
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
の
有
病
率
は
 

②
ア
レ
ル
ギ
ー
の
な
か
で
も

特
に
重
い
症
状
で
あ
る
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
薬
物

過
敏
症
）
の
児
童
・
生
徒

へ
の
対
応
は
 

③
植
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
た
い

す
る
学
校
給
食
の
対
応
は
 

④
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
た
い

す
る
基
本
的
な
方
針
は
 

①
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
29
人
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
36
人
、

植
物
ア
レ
ル
ギ
ー
17
人
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
63

人
で
全
体
の
有
病
率
は

１
４
５
人
で
24
％
 

②
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
児
童
・

生
徒
は
３
人
で
、
重
い
症

状
は
見
受
け
ら
れ
な
い
 

　
呼
吸
困
難
や
皮
膚
疾
患
が

出
れ
ば
保
護
者
か
ら
預
か

っ
て
い
る
薬
を
投
与
す
る
 

③
学
校
給
食
は
、
希
望
が
あ
れ

ば
使
用
食
材
を
記
入
し
た

献
立
表
を
保
護
者
に
配
布
 

 
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
食
品
を

除
去
す
る
場
合
は
、
代
替

の
食
品
を
持
参
い
た
だ
い

て
い
る
 

　
体
育
の
授
業
は
、
健
康
状

態
を
見
極
め
適
切
に
対
応
 

④
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
た
い
す

る
基
本
方
針
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
従
い
、
教
師
が

症
状
の
特
徴
を
把
握
し
、

疾
患
を
も
つ
児
童
・
生
徒

が
学
校
生
活
を
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
対
策
に
努

め
る
 

 

－ ６ － 



木
村
　
武
壽
　
議
員 

平成21年（2009年） 2月 井手町　議会だより　第24号 一 般 質 問  

学
校
等
門
扉
の 

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置
を 

ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

　
　
　
　
制
度
の
取
り
組
み
は 

教育 
加賀山次長 

今
後
十
分
検
討
し
た
い 

教育 
加賀山次長 

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る 

望まれるインターホンの設置 

低
学
力
、
不
登
校
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
た
ま
な

び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
経

過
と
実
績
、
取
り
組
み
状
況
は
。 

ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
は
平
成
19
年
度
か
ら

府
教
育
委
員
会
が
、
府
内
の

小
学
校
に
お
け
る
児
童
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
と

学
習
習
慣
の
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
学
校
の
状
況

に
応
じ
て
派
遣
し
て
い
る
制

度
で
あ
る
。 

本
町
で
は
、
井
手
小
学
校

に
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

特
に
学
力
問
題
や
不
登
校

な
ど
、
課
題
の
あ
る
児
童
に

対
し
、
粘
り
強
い
家
庭
訪
問

を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
一
歩
ず
つ
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。 

ま
た
保
護
者
か
ら
の
悩
み

や
願
い
を
、
担
任
と
連
携
し

な
が
ら
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
ま
な
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
「
親
学
び

サ
ー
ク
ル
」
を
開
催
し
、
保

護
者
も
子
ど
も
と
と
も
に
成

長
し
て
い
く
意
識
づ
く
り
や

子
育
て
学
習
に
努
め
て
い
る
。 

今
後
も
、
ま
な
び
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
さ
ら
に
学
校
と
保

護
者
を
結
び
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
な
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。 

 

最
近
、
ゴ
ル
フ
場
の
地

雷
騒
ぎ
や
、
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
殺
傷
事
件
、
飲
酒
が
原

因
の
迷
惑
事
件
な
ど
が
多
発

し
て
い
る
。 

11
月
20
日
に
府
教
育
委

員
会
へ
殺
人
予
告
の
は
が
き

が
送
付
さ
れ
た
。
犯
人
の
特

定
が
で
き
な
い
た
め
、
警
察

は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
員
、
保

護
者
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
見
守

り
隊
等
の
地
域
関
係
機
関
へ

の
要
請
と
、
全
住
民
が
一
丸

と
な
っ
て
対
処
・
予
防
さ
れ

て
い
る
。 

学
校
で
は
、
事
件
防
止
の

た
め
児
童
の
登
下
校
が
終
わ

り
次
第
、
門
扉
を
施
錠
し
、「
ご

来
校
の
際
に
は
電
話
連
絡
の

上
、
ご
来
校
し
て
く
だ
さ
い
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
急
な
用

事
の
と
き
な
ど
の
た
め
に
近

隣
の
市
町
村
の
学
校
で
は
、

学
校
の
入
り
口
付
近
に
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
等
が
設
置
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
本

町
の
考
え
方
は
。 

本
町
で
は
、
学
校
に
対

し
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
や
、

学
校
内
に
不
審
者
の
侵
入
防

止
の
た
め
の
安
全
対
策
に
万

全
を
期
す
よ
う
指
示
、
子
ど

も
見
守
り
隊
や
関
係
者
に
も

パ
ト
ロ
ー
ル
を
依
頼
し
た
。 

今
回
の
脅
迫
情
報
に
よ
り

井
手
小
学
校
で
は
緊
急
対
策

と
し
て
「
児

童
の
登
下

校
が
終
わ

り
次
第
、

校
門
を
施

錠
し
、
来

校
の
際
に

は
電
話
連

絡
の
う
え
、

ご
来
校
し

て
く
だ
さ

い
」
と
の

文
書
を
保

護
者
宛
に

通
知
し
た

が
、
こ
れ

は
当
分
の

間
の
措
置

で
あ
り
、
現
在
は
施
錠
を
解

除
し
、
用
件
の
あ
る
場
合
は

支
障
な
く
学
校
に
出
入
り
す

る
こ
と
は
で
き
る
。 

門
扉
へ
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

の
設
置
は
、
学
校
管
理
運
営

上
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、

今
後
十
分
検
討
し
た
い
。 
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そ
の
他
ご
み
を
毎
週
収
集
に 

放
置
竹
林
対
策
は 

事業 
中島理事 

関
係
団
体
と
連
携
し
取
組
む 

教育長 

地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
て
対
応 

事業 
中島理事 

そ
の
他
ご
み
の 

　
　
週
１
回
収
集
を
検
討 

「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」 

　
　
　
　
　
　
　
へ
の
対
応
は 

近
年
、
生
活
様
式
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。「
そ
の

他
ご
み
」
の
収
集
回
数
を
現

行
月
２
回
か
ら
、
毎
週
収
集

に
増
や
せ
な
い
か
。 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
も
増

加
し
て
い
る
。
収
集
は
ビ
ン
・

缶
と
も
に
月
１
回
の
た
め
置

き
場
所
に
困
る
と
い
う
声
が

多
い
。
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
同
時
に
月
２
回
に

出
来
な
い
か
。 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

の
分
別
は
、
き
ち
ん
と
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。 

大
正
池
を
は
じ
め
、
万

灯
呂
山
の
眺
望
が
府
の
景
観

資
産
に
登
録
さ
れ
た
。
今
後

さ
ら
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
万
灯
呂
山

山
頂
の
展
望
台
へ
の
道
路
沿

い
の
竹
林
が
荒
廃
し
て
い
る
。

早
急
な
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。 

町
内
の
里
山
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と

協
力
す
る
手
法
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
。 

ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
業

務
の
効
率
化
と
ご
み
の
排
出

状
況
を
勘
案
し
、
毎
日
が
平

均
化
す
る
よ
う
計
画
を
立
て

収
集
回
数
を
決
め
て
き
た
。 

そ
の
他
ご
み
の
収
集
回
数

に
つ
い
て
は
、
収
集
・
運
搬

等
の
計
画
見
直
し
を
検
討
し

た
い
。 

ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
同
日
収
集
は
、
排
出
状

況
が
平
均
化
し
な
い
こ
と
と

収
集
作
業
で
分
別
が
困
難
と

な
る
た
め
難
し
い
。 

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

の
分
別
に
つ
い
て
は
、
一
部

で
マ
ナ
ー
違
反
も
見
受
け
ら

れ
る
。 

分
別
と
減
量
化
を
進
め
る

た
め
に
さ
ら
な
る
啓
発
活
動

と
、
燃
や
す
ご
み
袋
の
透
明

化
の
必
要
性
も
検
討
し
た
い
。 

近
年
、
整
備
竹
林
は
減

少
し
、
放
置
竹
林
や
植
林
地

内
へ
の
侵
入
竹
が
急
激
に
増

加
し
て
い
る
。 

対
策
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
所
有
者
の
責
任
に
よ

る
整
備
で
あ
り
、
広
報
を
通

じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
き
た
が
実
を

結
ば
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
本
町
の
自
然
環
境
保
護
を

進
め
る
上
で
、
大
き
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。 

昨
年
５
月
に
「
井
手
町
豊

か
な
緑
と
清
流
を
守
る
検
討

委
員
会
」
の
答
申
に
基
づ
き
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
森
林
・
竹
林
整
備

を
通
じ
自
然
を
守
る
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

放
置
竹
林
対
策
に
つ
い
て

は
今
後
も
関
係
団
体
と
連
携

し
取
り
組
む
。 

学
校
や
保
育
園
に
対
し

て
は
、
保
護
者
か
ら
意
見
や

要
望
を
受
け
て
い
る
が
、
子

供
を
少
し
で
も
よ
く
し
た
い

と
の
願
い
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
る
。 

学
校
は
、
地
域
社
会
と
一

体
と
な
っ
て
保
護
者
の
信
頼

を
高
め
る
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

教
員
の
質
の
向
上
に
努
め
、

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
、
子
供
に
は
学
校

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
態
度
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。 

 

学
校
に
無
理
難
題
を
突

き
つ
け
る
保
護
者
を
「
モ
ン

ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」
と
呼

ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
教
員

の
指
導
力
不
足
や
不
祥
事
な

ど
に
よ
る
学
校
教
育
へ
の
不

信
感
が
背
景
に
あ
る
。 

モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト

は
教
育
現
場
を
萎
縮
さ
せ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

町
内
の
小
中
学
校
・
保
育

園
で
こ
の
様
な
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
の
か
。 

本
町
で
の
対
処
方
針
は
ど

う
か
。 
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保
育
園
の
定
員
超
過
を 

　
　
　
　
　
認
め
る
べ
き
で
は 

民生 
池田理事 

保
育
環
境
維
持
の
た
め 

　
　
　
条
件
緩
和
は
無
理 

国
保
税
の
減
額
・
減
免
の
拡
充
を 

多
賀
バ
イ
パ
ス
の
安
全
対
策
を 

民生 
池田理事 

減
免
策
実
施
は
無
理 

事業 
中島理事 

可
能
な
対
策
か
ら
実
施 

本
町
の
国
民
健
康
保
険

税
算
定
は
、
資
産
割
が
45
％

と
極
め
て
高
い
設
定
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
高
齢
者
に
と

っ
て
重
い
負
担
と
な
っ
て
い

る
。 本

町
で
は
93
の
短
期
証

の
発
行
と
１
０
１
世
帯
も
の

国
保
未
更
新
が
あ
る
。 

未
更
新
は
実
質
的
な
資
格

証
の
交
付
で
は
な
い
の
か
。 

国
保
へ
の
公
費
負
担
の
増

大
、
減
額
・
減
免
の
拡
充
、

保
険
税
の
引
き
下
げ
が
必
要

で
あ
る
。 

 

本
町
の
国
保
の
滞
納
世

帯
数
は
1
3
4
1
世
帯
中

2
0
8
世
帯
で
、
率
は
15
％

と
な
っ
て
い
る
。 

未
更
新
と
資
格
証
の
交
付

は
性
質
が
異
な
り
別
物
で
あ
る
。 

国
保
の
財
政
状
況
は
平
成

17
年
か
ら
赤
字
が
続
き
、
20

年
10
月
現
在
で
2
7
0
0

万
円
の
赤
字
が
生
じ
る
見
込

み
で
あ
り
、
減
免
策
を
講
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

バ
イ
パ
ス
開
通
後
、
町

道
・
農
道
と
の
交
差
点
で
の

危
険
回
避
に
つ
い
て
の
要
望

が
多
い
。 

　
緊
急
に
対
策
を
打
つ
べ
き

で
あ
る
。 

①
南
谷
川
（
町
道
17
号
線
）

と
の
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
 

②
一
丁
道
（
町
道
１
号
線
）

と
の
交
差
点
に
信
号
機
の

設
置
を
 

③
乗
越
道
（
町
道
11
号
線
）

と
の
交
差
点
の
改
良
を
 

④
バ
イ
パ
ス
の
歩
道
に
照
明

を
 

⑤
制
限
速
度
の
表
示
の
強
調

と
ス
ピ
ー
ド
違
反
取
締
り

強
化
の
要
請
を
 

 

ゼ
ロ
歳
児
保
育
の
定
員

を
、
実
態
に
即
し
て
一
時
的

な
超
過
を
認
め
る
べ
き
で
は
。 

国
は
待
機
児
ゼ
ロ
作
戦
に

よ
り
、
定
員
超
過
の
基
準
を

緩
和
し
た
が
、
本
町
で
は
面

積
要
件
や
保
育
士
の
配
置
基

準
を
ク
リ
ア
す
る
と
い
う
工

夫
は
行
わ
な
い
の
か
。 

 

本
町
は
平
成
14
年
４
月

か
ら
玉
川
保
育
園
で
ゼ
ロ
歳

児
保
育
を
実
施
。 

途
中
入
所
は
４
歳
児
・
５

歳
児
は
全
員
受
入
れ
し
て
い

る
。 ０

歳
児
か
ら
３
歳
児
は
定

員
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
受
入

れ
可
能
で
あ
る
。 

定
員
基
準
は
、
生
命
・
身

体
へ
の
危
険
の
保
護
、
衛
生

的
な
環
境
の
保
持
、
安
心
・

安
全
な
保
育
運
営
の
観
点
か

ら
緩
和
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。  

　「
談
合
防
止
・
入
札
改
善
に
つ
い
て
」
は
省
略
し
ま
し
た
。 

町
道
17
号
線
交
差
点

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
、
府
に

設
置
要
請
を
行
い
現
在
府
で

検
討
中
。 

町
道
１
号
線
交
差
点
の
信

号
機
は
年
度
内

に
設
置
予
定
。 

町
道

11
号

線
へ
の
進
入
路

や
バ
イ
パ
ス
へ

の
進
入
路
は
、

公
安
委
員
会
と

協
議
の
結
果
、

現
況
の
形
態
の

ま
ま
と
す
る
。 

道
路
照
明
は
、

交
差
点
な
ど
に

照
明
を
設
置
済
。 

車
の
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
防
止
の
た
め

の
制
限
速
度
の
表
示
は
、
公

安
委
員
会
と
協
議
し
設
置
し

た
。 

 

信号機設置予定の交差点 

－ ９ － 



　
10
月
8
日
に
本
町
の
汚

水
や
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
い
る

施
設
を
研
修
す
る
た
め
、
府

の
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
、

城
南
衛
生
管
理
組
合
長
谷
山

の
施
設
を
、
議
員
全
員
で
視

察
研
修
し
ま
し
た
。 

　
汚
水
を
処
理
し
て
い
る
洛

南
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
8
つ

の
市
町
を
区
域
と
す
る
下
水

道
施
設
で
、
3
月
末
で
全
体

の
普
及
率
が
85
・
2
%
で
す
。 

　
井
手
町
は
97
・
2
%
と
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

　
一
日
の
汚
水
量
は
10
万

ト
ン
余
り
で
、
小
学
校
の
プ

ー
ル
4
0
0
杯
分
に
相
当

す
る
量
を
処
理
し
て
い
る
こ

と
や
、
下
流
部
に
大
都
市
の

水
道
の
取
水
口
が
あ
る
た
め
、

高
度
な
処
理
を
進
め
て
い
ま

す
。 

　
本
町
か
ら
は
、
17
d
あ
り

約
4
時
間
か
け
て
流
れ
て

く
る
こ
と
、
汚
泥
か
ら
発
生

す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発
電
し
、

施
設
の
3
分
の
1
の
電
気

を
賄
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
施
設
に
は
、
下
水
道
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
際
、
募

集
さ
れ
た
作
品
の
最
優
秀
賞

に
井
手
小
学
校
の
福
森
亮
太

君
の
標
語
、
多
賀
小
学
校
の

脇
本
加
奈
さ
ん
の
絵
画
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
大
き
く
描

か
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
い
る
城

南
衛
生
管
理
組
合
は
、
6
つ

の
市
町
で
構
成
す
る
一
部
事

務
組
合
で
、
管
内
約
38
万

4
千
人
、
15
万
4
千
世
帯

で
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
や
し
尿

な
ど
の
処
理
・
処
分
・
資
源

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
長
谷
山
に
は
、
4
つ
施
設

が
あ
り
ま
す
。 

①
ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
で
は
、

ゴ
ミ
の
焼
却
の
熱
を
利
用

し
て
、
タ
ー
ビ
ン
発
電
を

し
、
年
間
8
0
0
0
万

円
の
電
力
を
売
っ
て
い
ま

す
。
灰
は
加
工
し
て
道
路

の
路
盤
材
な
ど
に
活
用
し

て
い
ま
す
。 

②
エ
コ
ポ
ー
ト
長
谷
山
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
拠
点
と
し

て
、
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
再
資
源
化
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

③
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
粗
大
ご
み
の
処
理
、

剪
定
樹
木
の
堆
肥
化
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

④
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
三
郷
山
で

は
、
埋
立
て
処
分
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
両
施
設
と
も
、
住
民
生
活

に
と
っ
て
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
汚
水
や
ゴ
ミ
を
最
終
処

理
を
し
て
い
る
場
所
で
あ
り

ま
す
。 

　
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ガ

ス
・
熱
を
利
用
し
た
発
電
な

ど
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
施

設
で
も
あ
り
、
良

好
に
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を

研
修
す
る
有
意
義

な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。 
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洛南浄化センターでの視察 

クリーン21長谷山の全景 
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平
成
20
年
11
月
27
日

ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
、

京
都
府
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

議
長
は
じ
め
７
人
の
議

員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

最
初
に
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
で
、
行
政
学
・

地
方
自
治
論
を
専
門
と

さ
れ
て
い
る
大
森
彌
氏

か
ら
、
「
分
権
時
代
の

自
治
体
議
会
・
議
員
」

に
つ
い
て
、
自
治
体
の

監
査
制
度
の
あ
り
方
、

地
方
議
会
の
改
革
、
合

併
の
状
況
に
つ
い
て
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の

コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
で
、

毎
日
新
聞
論
説
委
員
の

与
良
正
男
氏
か
ら
「
こ

の
国
の
政
治
の
行
方
」

と
題
し
て
、
「
定
額
給

付
金
」
の
問
題
や
、
百

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る

金
融
危
機
で
経
済
不
況

の
中
、
過
去
の
不
況
時

に
お
い
て
、
多
く
の
人

が
「
何
か
変
わ
る
か
も
」

と
将
来
に
期
待
を
も
っ

た
こ
と
が
、
景
気
を
持

ち
直
し
た
隠
れ
た
要
因

だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
方
分
権
改
革
が
進

む
中
で
、
地
方
自
治
体

の
議
会
・
議
員
の
役
割

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
、
国
民
が
将

来
に
期
待
を
持
て
る
政

治
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
20
年
10
月
21
日

に
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
で
、

京
都
府
市
町
村
振
興
協

会
主
催
の
議
会
委
員
長

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

当
議
会
か
ら
３
人
出
席

い
た
し
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
の
森
田
祐

司
氏
と
、
山
梨
学
院
大
学

の
江
藤
俊
昭
教
授
か
ら 

◎
地
方
自
治
体
の
逼
迫

す
る
財
政
の
中
で
、

収
入
と
支
出
を
差
し

引
き
す
る
だ
け
の
現

金
主
義
の
方
法
か
ら

減
価
償
却
費
等
を
組

み
入
れ
、
将
来
の
負

担
を
考
慮
し
た
発
生

主
義
を
会
計
に
取
り

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

◎
地
方
自
治
法
の
改
正
で
、

議
会
の
権
限
が
広
め

ら
れ
る
と
同
時
に
、

議
会
の
改
革
が
進
め

ら
れ
、
一
問
一
答
方

式
の
採
用
や
、
反
問

権
を
執
行
機
関
に
与

え
る
議
会
が
現
れ
て

き
て
い
る
。 

◎
地
方
政
治
の
原
則
か

ら
考
え
る
と
、
執
行

機
関
で
あ
る
首
長
と

議
会
は
、
二
元
代
表

制
で
あ
り
、
議
会
内

に
は
与
党
も
野
党
も

な
く
、
お
互
い
が
切 

磋
琢
磨
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

な
ど
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。 

当
議
会
も
今
回
の
研

修
を
お
お
い
に
参
考
に

し
て
、
よ
り
良
い
運
営

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
し
た
。 
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井手町のボランティアサークル紹介井手町のボランティアサークル紹介

井手町食生活 
改善推進員協議会 
井手町食生活 
改善推進員協議会 

井手町民生・児童 
委員協議会 
井手町民生・児童 
委員協議会 

議
会
広
報
編
集
委
員 
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－ １２ － 

議
会
広
報
編
集
委
員 

昨
年
を
象
徴
す
る
漢
字
に
は
﹁
変
﹂

と
い
う
漢
字
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
激
変
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
一
年

だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

井
手
町
は
、
合
併
50
周
年
の
節
目
を

過
ぎ
、
新
た
な
歴
史
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
、
住
民
の
皆
様
が
町
政
に
参
加
で

き
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
く
の
も

議
会
の
役
割
と
考
え
ま
す
。

こ
の
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
も
、
そ
の
役

割
の
一
つ
と
し
て
、
住
民
の
皆
様
に
議

会
の
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

Ｔ
・
Ｍ

委

員

長 

副
委
員
長 

委
　
　
員 

委
　
　
員 

委
　
　
員 

委
　
　
員 

岩  

田
　
　  

剛 

木  

田   

鈴  

美 

岡  

本   

康  

隆 

森  

田   

泰  

雄 

村  

田   

忠  

文 

中  

坊
　
　  

陽 

・毎月2回のお弁当（食生活改善推進員協議会に調理

していただいた）を高齢でひとり暮らしの希望者に

配食しています。

　「お元気ですかー、お弁当でーす」「おおきに、あり

がとう」の会話はいいなあーと思っています。

・井手共同作業所とのふれあい、支援活動。

　正月の新年会、桜・山吹の頃のお花見会、お鍋を囲

んで、カラオケ・ビンゴゲームなど、笑顔と拍手で

それはにぎやかなこと…。

・上の写真は王泉苑での新年会の風景です。

・保健センターで開催の3歳児健診・健康づくり教室

の試食作り

・自然休養村管理センターで、社会福祉協議会が実施

している配食サービスのお弁当の調理

　（対象：ひとり暮らし高齢者・高齢者世帯）

・お料理好きな方・食生活や栄養について関心のある

方は、ぜひ活動にご参加下さい（栄養についての講

習を受けていただくと推進員になれます）。

・上の写真は、井手町合併50周年の記念イベント時に、

住民のみなさんと共に「50メートルの巻き寿司」を

巻いた時のリハーサル風景です。

代　　表　窪田　典子 
会　員　数　57名 
結　　成　昭和54年 
活動場所　保健センター・自然休養村管理セン 
　　　　　ター・町内各地・山城北保健所 

会　　長　上島　喜久次 

会　員　数　24名 

登録年月　昭和62年3月 

井手町民生・児童 
委員協議会 

井手町食生活 
改善推進員協議会 


